
要 旨
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
本研究の目的は以下の 2点である。第 1点は、回想法によって得られた芸術活動の経験歴・継続歴

（アーツ・キャリアパターン）によって大学生の芸術活動に対する自己効力感に違いが見られるのか
を検討し、芸術活動に対する自己効力感の形成過程（発達過程）を明らかとすることであった。第 2

点は、芸術活動に対する自己効力感の形成に関わる継続要因として 4点を想定し、これらの要因の経
験（体験）数によって大学生の自己効力感に違いが見られるかを検討することであった。
調査対象者は、大学生 314名（男子学生 139名、女子学生 175名）であった。調査内容は、（1）幼

少期から大学までの芸術活動の実施の有無、（2）アーツ・キャリアの継続要因として 4観点 9項目、
（3）芸術活動に対する自己効力感測定尺度の 3点であった。
1点目の目的に対する結果は、中学校から大学にかけての青年期に芸術活動を継続的に実施した場

合、未実施と比較して芸術活動に対する自己効力感は高くなることが示された。2点目の目的に対す
る結果は、男女ともに有意な結果が得られたのは「仲間の存在」、「没頭時間」、「目標の保持」であ
り、いずれも「体験なし」と比較して「経験・体験あり」場合に芸術活動に対する自己効力感は高い
ことが示された。

Abstract
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
The purpose of this research was to study the following two points. The first was to clarify the relationship

between past experiences of art activities and the formation of self-efficacy in current art activities. The sec-

ond was to clarify the relationship between self-efficacy and four possible factors as to why students have

continued to engage in art.

The 314 participants, 139 male and 175 female university students, responded to a questionnaire on :（1）
their experiences of art activities from kindergarten to university,（2）four factors as to why they have con-
tinued to engage in art, and（3）an Art Self-Efficacy Scale（ASES）.
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問題

Bandura（1977）は、人がある行動を起こし、ある
結果に至る過程を 2つの概念から説明をした。「所与
の行動がある結果に至るであろうという、その人の査
定」を結果期待と呼び、「その結果に必要な行動を、
自らが成功裏に実行できるという確信」を効力期待と
呼んだ。そして、知覚された効力期待を特に自己効力
感（self-efficacy）と定義している（竹綱・鍵原・沢
崎、1988）。祐宗・原野・柏木・春木（1985）では、
「適切な行動をうまくできるかどうかの予期」、「ある
状況において必要な行動を効果的に遂行できるという
確信」と自己効力感の説明がなされている。この自己
効力感には「課題特異的な（task specific）自己効力」
と「一般的な（general）自己効力」の 2つの水準があ
ると考えられている。前者は、学習や運動などさまざ
まな課題に特化した自己効力感を指し、後者は、特定
の課題によらない、一般的な、性格特性的な（成田・
下仲・中里・河合・佐藤・長田、1995）自己効力感を
指す。また、この自己効力感には、その形成を基礎づ
ける 4つの情報源が想定されている。「遂行行動の達
成」とは、実際に経験し、達成感を得ること、「代理
経験」とは、他者が経験したことを見聞きすること、
「言語的説得」とは、周囲の者から激励を受けること、
「生理学的状態（情動喚起）」とは、経験した際に、興
奮や喜び等を体験することを意味する。さらに、自己
効力感は 3つの次元によって変化すると考えられてい
る。「大きさ」（あるいは、水準）とは、与えられる課
題を容易なものから困難なものに並べた時に、どの程
度の課題ならば達成することができるかという次元、
「一般性」とは、ある特定の課題だけに通用するか、
あるいはさまざま課題に利用できる般化された自己効

力感であるかに関する次元、「強さ」とは、与えられ
た課題をどの程度の可能性を持って達成できるのかと
いう次元である。
1977年に Bandura によって示された自己効力感は、

それ以後、研究の数は枚挙にいとまがない。祐宗他
（1985）、竹綱他（1988）、坂野・前田（2002）を概観
すると、自己効力感の概念は恐怖症の治療に関する研
究から始まり、禁煙などの自己制御に関わる研究や教
育場面では学習課題の達成に関わる研究、さらに、血
液透析や糖尿病など医療分野への臨床的利用など、さ
まざまな臨床的場面での効果測定や結果の理論的な解
釈に利用されている。Bandura が示した自己効力感の
理論的背景から、先行研究で扱われてきた自己効力感
の概念は主に行動変容の認知的変数として関心が寄せ
られ、自己効力感が将来の行動変容の予測因子となる
ことや、臨床的な介入によって、自己効力感が変化す
ることなどが示されてきた（坂田・前田、2002）。こ
のように、臨床的分野での研究が進められた自己効力
感の概念であるが、先に示した形成を基礎づける 4つ
の情報源から考えると、介入という操作を加えなくと
も、日常のさまざまな経験から徐々に自己効力感が変
化する、あるいは形成されることも考えられる。
経験歴による自己効力感の形成過程の研究 さまざ

ま経験から自己効力感が形成されることを取り上げた
研究として、運動・スポーツに関するキャリアパター
ン（経験歴）についての先行研究が多く見られる。筒
井・杉原・加賀・石井・深見・杉山（1996）は、青少
年のスポーツ活動をスポーツ・キャリアパターンから
捉え、運動に対する有能感1）との関連を検討してい
る。その結果、小学校から大学まで一貫して運動を継
続実施している継続実施型は男子学生に多く、一時期
止めて再び実施している中断復帰型、年少時は実施し

The result for the first point was that students who continued to engage in arts from junior high school to

university showed a higher ASES than those who did not. The result for the second was that students who,

in artistic activities,（a）had influential friends,（b）immersed themselves for a comparatively long time,（c）
maintained goals, and/or（d）suffered setbacks, showed a higher ASES compared to those who did not.

● ● ○ Key words 自己効力感 self-efficacy／芸術活動 arts activities／形成過程 developmental

process
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ていたが途中で止めた離脱型、運動・スポーツを実施
した経験がない不参加型は女子学生に多いという傾向
があることを報告している。また、継続実施型は他の
すべての型と比較して有能感が有意に高く、不参加型
は他のすべての型と比較して有能感が有意に低いとい
う結果も示している。植田・近藤・佐々木・山内・村
山・小森・上向・田中（2000）では、中学校から大学
までのスポーツ・キャリアパターンと有能感、運動に
費やす時間、仲間の存在などとの関連を検討し、中学
校から大学まで継続している場合に、それぞれの変数
のポイントが高くなることを示している。安田・遠藤
・下川・布施・袴田・伊藤（2008）や安田・遠藤・下
川・布施・袴田・伊藤（2009）においても中学校や高
校から大学までのキャリアパターンと自己効力感や有
能感との関連を検討し、大学まで継続実施している場
合に自己効力感や有能感が高くなること、さらに指導
者やチームメイトの存在によっても自己効力感や有能
感が高くなることを示している。その他、中高年者の
健康運動の開始・中断・継続化に共通して、仲間の存
在（ソーシャル・サポート）が運動実施の大きな要因
となっており、特に新規開始や中断復帰のきっかけと
なることを示した研究（高井・中込・山口、2003）も
ある。
以上のように、スポーツ・キャリアパターンに関す

る研究からは、大学まで継続して運動・スポーツを実
施している場合に運動・スポーツに対する自己効力感
が高くなる結果が共通して示されている。
芸術活動と自己効力感に関する研究 ところで、学

校教育の実技科目では、体育のような運動活動だけで
なく、音楽や美術という芸術活動も行われている。芸
術活動に関する教育心理学的研究は少ないことが秋田
（1997）によって指摘されて以来約 20年経過している
が、その研究数は必ずしも多いとは言えず、特に芸術
活動に対する自己効力感について取り上げた実証的研
究は散見される程度である。
芸術活動により自己効力感が向上することを指摘し

た理論的な考察には松岡（2012）が挙げられ、対話型
美術鑑賞によって育まれる力の一つに自己効力感があ
ると述べ、対話をファシリテートする指導者の姿勢が
学習者の自己効力感の形成に影響があることを指摘し
ている。実践的な研究では、小学校 4年生を対象とし
た和太鼓による表現活動の授業実践から、練習の成果

を発表するという機会によって自己効力感が向上した
と解釈した齊藤（2016）や、4歳児と 5歳児が交流す
る造形表現活動を通じて、保育者の関わりが自己効力
感の形成に影響すると述べている村田（2016）が挙げ
られる。
一方、実証的な研究では、大学生を対象としたワー

クショップ型の美術創作の授業によって、創造を行う
ことへの効力感が向上することを指摘した縣・岡田
（2009）や、表現に対する効力感が表現への動機づけ
を高め、ひいては鑑賞の動機にも影響を与える（鑑賞
することに興味を与える）媒介変数となることを実証
的に示した縣・岡田（2010）が挙げられる。さらに、
石黒・岡田（2017）では、縣・岡田（2010）で作成
された表現に対する効力感項目に、有能感を尋ねる項
目を追加し、芸術作品の鑑賞態度や外界や他者による
触発との関連を検討している。宇惠（2018 a）は、幼
少期から大学までに経験した芸術活動が大学生の特性
的自己効力感に影響を及ぼすかを検討し、女子学生で
は複数の活動を長期間実施している場合に特性的自己
効力感が高くなることを報告している。
海外での芸術活動と自己効力感に関する近年の研究

を調べると、楽器演奏の成績との関連を示す研究
（McCormick & McPherson、 2003 ; McPherson &

McCormick、2006）や、楽器や発声の練習意欲との関
連を示す研究（Nielsen、2004 ; Ritchie & Williamon、
2011）など、音楽活動を対象とした研究が行われてい
る。また、音楽活動の自己効力感の向上には保護者の
介入の程度が影響することを示す研究も見られる
（McPherson、2009 ; Creech、2010）。
本研究の意義と目的 運動・スポーツ活動を継続実

施することは運動に対する自己効力感の向上に関連し
ていたが、運動・スポーツ以外の活動ではどうであろ
うか。本研究で注目している芸術活動について授業や
ワークショップ等の一過性の活動による自己効力感の
向上については先行研究で示されている。しかし、あ
る程度の時間をかけて専門的な精神的・身体的技能を
身につけるという点では、運動・スポーツ活動と同様
の側面が芸術活動についてもあると考えられる。しか
し、芸術活動の研究では継続実施による自己効力感の
形成について取り上げた研究は少ない。芸術活動の継
続実施によって芸術活動に対する自己効力感が向上す
ることを示せれば、自己効力感を向上させる活動の選
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択肢が増えることになり、得られた知見を教育場面な
どで活用することができる。
本研究の目的は以下の 2点である。第 1点は、大学

生の芸術活動に対する自己効力感を測定し、回想法に
よって得られた芸術活動の経験歴・継続歴（以下、ア
ーツ・キャリアパターン）によって大学生の自己効力
感に違いが見られるかを検討し、芸術活動に対する自
己効力感の形成過程を示す。スポーツ・キャリアパタ
ーンの先行研究から予想される点は、アーツ・キャリ
アパターンが継続的である場合、未実施と比較して芸
術活動に対する自己効力感は高くなることである。第
2点は、芸術活動に対する自己効力感の形成に関わる
継続要因として、「人的サポート」「成果や結果」「傾
注度」「挫折経験」の 4点を想定し、これらの要因の
経験（体験）数によって大学生の自己効力感に違いが
見られるかを検討する。芸術活動を継続実施する際、
活動を支える家族、指導者、友人などの存在（人的サ
ポート）や、作品や演奏に対する評価（成果や結果、
挫折経験）、さらに活動に夢中になる経験（傾注度）
はいずれも活動を行う原動力になると考えられる。こ
れら 4点の要因は自己効力感の形成を基礎づける 4つ
の情報源を具体的に表現したものであり、それぞれを
関連づけると、「人的サポート」からは「言語的説得」
や「代理経験」が得られ、「成果や結果」と「挫折経
験」からは「遂行行動の達成」や「生理学的状態」を
体験することになる。「傾注度」には「遂行行動の達
成」や「生理学的状態」を強める役割があると思われ
る。いずれの要因についてもその影響が大きい場合、
芸術活動の継続実施にも影響し、結果として自己効力
感は高くなると予想される。

方法

調査時期 2018年 7月
調査対象者 大阪府下 2校と奈良県下 1校の 4年制

私立大学に通う学生 314名（男子学生 139名、女子学
生 175名、平均年齢 20.0±1.1歳、18歳 35名、19歳
65名、20歳 115名、21歳 73名、22歳 18名、23 歳
6名、24歳 2名）を対象とした。なお、調査対象者は
主に心理学を専攻している学生であった。
調査内容 1．アーツ・キャリアについて 芸術活

動の実施経験は、Benesse 教育研究開発センター
（2009）が実施した調査を参考にした 16種類の芸術活
動を対象として、幼少期から大学までを 7つに区分
（幼稚園・保育園、小学校 1～2年、小学校 3～4年、
小学校 5～6年、中学校、高校、大学）し、それぞれ
の区分での芸術活動の実施の有無を尋ねた。ただし、
各区分中の全期間に実施していた場合と、一部期間の
み実施した場合のいずれもが含まれる。調査時の教示
は次のように行った。『あなたの音楽活動や芸術活動
歴についておたずねします。現在までに、定期的に何
らかの音楽活動や芸術活動を実施していた時期があり
ますか（学校の部活動・クラブ活動は含みますが、音
楽の授業や美術の授業は除きます）。』
2．アーツ・キャリアの継続要因について アーツ・
キャリアの継続要因については、「人的サポート」3
項目、「成果や結果」2項目、「傾注度」3項目、「挫折
経験」1項目、合計 9項目を尋ねた。この 4要因 9項
目については自己効力感の形成を基礎づける 4つの情
報源を芸術活動の継続に影響する要因という観点から
具体化させた項目であり、本研究で独自に準備した。
「人的サポート」とは、芸術活動を支える「家族のサ
ポート」や「指導者の存在」、ともに切磋琢磨する
「仲間の存在」についてそれぞれ 1項目、「成果や結
果」とは、演奏・作品の入選・入賞経験を尋ねた「入
選・入賞」と、昇段・昇級など技術レベルの向上を尋
ねた「昇段・昇級」についてそれぞれ 1項目、「傾注
度」とは、技術の向上に努めていた時間を尋ねた「没
頭時間」、関与している芸術活動に関連する情報の入
手を尋ねた「情報の入手」、目標に向かって頑張って
いた時期の存在を尋ねた「目標の保持」についてそれ
ぞれ 1項目、芸術活動を進める中での心が折れるよう
な経験を尋ねた「挫折経験」について 1項目、以上 9

項目であった。各項目への回答は、上記のアーツ・キ
ャリアと同様に、幼少期から大学までの 7区分に対し
て当該質問に対する経験（あるいは体験）の有無を尋
ねた。
3．芸術活動に対する自己効力感について 宇惠
（2018 b）によって作成された芸術活動に対する自己
効力感測定尺度（Art Self-Efficacy Scale : ASES）を使
用した。この尺度は、「少し難しい課題でも、自分な
りに目標を持って上手く取り組める。」、「少し難しい
課題でも、自分に合ったやり方で上手く取り組め
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る。」、「少し難しい課題でも、自分なりのペースで上
手く取り組める。」という「課題因子」3項目と、「あ
まり気分がのらないときでも、芸術活動をする自信が
ある。」、「少し疲れているときでも、芸術活動をする
自信がある。」、「忙しくて時間がないときでも、芸術
活動をする自信がある。」という「状況因子」の 3項
目、合計 6項目からなる。尺度の信頼性と妥当性も確
かめられており、「課題因子」、「状況因子」、「2因子
合計」の内的一貫性指標（α 係数）は順に .84、.88、
.84であり，再検査（3か月後）の調査結果との相関
は 2つの因子はともに .61、2因子合計は .65であっ
た。また、達成動機尺度との相関は順に .22、.41、.36
であった。「よくあてはまる」から「まったくあては
まらない」（中間項は「どちらともいえない」）の 5件
法で回答するため、尺度得点（各因子に該当する項目
の評定値の合計；尺度得点が高い場合、芸術活動に対
する自己効力感が高いことを示す）は 6点から 30点
の範囲となる。この尺度は 2因子構造となっている
が、因子毎の尺度得点は正規性が担保されていないと
尺度構成の過程で指摘されていることから、本研究に
おいても尺度得点の分析に際しては 6項目の合計得点
を使用することとした。
宇惠（2018 b）によって提案された因子構造に対す

る本研究のデータでの適合度を分析した結果、上記 2

因子 6項目によるデータへの当てはまりは良好であっ
た（ χ2（8）＝ . 94、GFI＝ . 99、AGFI＝ . 99、EMSEA
＝.00）。

調査手続き 心理学に関連する授業中に調査を実施
した。
倫理的配慮 調査実施にあたり、調査用紙の表紙に

本調査での倫理的配慮について明記し（個人情報は保
護されること、回答は強制ではないこと、回答を拒否
しても不利益はないことなど 6点）、口頭でも説明を
した後、同意を得られた対象者から回答を得た。な
お、本調査は、関西福祉科学大学の研究倫理委員会の
承認を受けて実施された（承認番号 18-03）。
分析プログラム SPSSver.22を統計的解析に使用し

た。

結果

芸術活動について その他を除く 15種類の芸術活
動を、音楽系（楽器の練習・レッスンや音楽バンド活
動など 5種類）、美術系（習字や絵画／造形など 6種
類）、演劇系（バレエやダンスなど 4種類）の 3系統
に再分類した。3系統に再分類後、7つの年齢区分ご
との度数を男女別に求め、結果を Figure 1に示した。
その他には「吹奏楽、映画製作、脚本創作、ボイスト
レーニング、文芸、短歌、民謡、お琴、動画編集」等
の活動が記されていた。さまざまな系統の活動がその
他に含まれているため，その他を 3系統のいずれかへ
分類することはしなかった。
音楽系では、男子学生の変動は少ない（7区分の M

Figure 1 7つの年齢区分と 3系統に分類した芸術活動毎の度数
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±SD : 22.2±1.9人）が、女子学生（同：78.0±20.2
人）は「中学校」（101人）において度数が若干増加
し、「大学」（32人）にかけて減少傾向にあることが
見て取れる。具体的な活動では、男女ともに「楽器の
練習・レッスン」の度数が最も多かった（同：男子学
生 12.1±3.0人、女子学生 53.5±19.8人）。美術系で
は、男女ともに「小学校 3～4年」でピークを示し
（男子学生 46人、女子学生 88人）、その後減少傾向を
示している。具体的な活動では、男女ともに「習字」
の度数が最も多かった（同：男子学生 17.1±13.5人、
女子学生 28.5±19.8人）。その他の特徴としては、男
子学生では美術系の度数（同：29.1±12.7人）が他の
2系統と比較して多く、女子学生では演劇系の「バレ
エ」（同：8.1±4.2人）や「ダンス」（同：8.2±2.6人）
の度数が多い点であった。
アーツ・キャリアの分類 以下に示す 2点の事前処

理を経てアーツ・キャリアの分類を行った。まず、幼

少期から大学までの 7つの年齢区分ごとに芸術活動の
実施総数を求めた（各年齢区分に最小 0種類、最大
16種類の芸術活動を実施することになる）。次に、各
年齢区分に 1種類以上芸術活動を実施している場合を
「経験あり」、芸術活動を実施していない場合を「経験
なし」とした（7つの年齢区分すべてに芸術活動を実
施していた場合は「経験あり」が 7回、7つの年齢区
分にまったく芸術活動を実施していない場合は「経験
なし」が 7回となり、その組み合わせは 27＝128通り
となる）。
上記の事前処理による芸術活動の「経験あり」と

「経験なし」の組み合わせを、芸術活動の継続性の観
点から 8種類のアーツ・キャリアパターンに分類し
た。Table 1に 8種類のアーツ・キャリアパターンと
その分類内容を、Figure 2に分類別の割合を男女別に
示した。男女間での度数に相違が見られ（χ2（7）＝
54.78、p＜.01、Cramer’s V＝.418）、残差分析の結果、

Table 1 8つのアーツ・キャリアパターン

キャリアパターン キャリアパターン内容 幼児期 児童期 青年期 大学 男子学生
度数

女子学生
度数

幼児・児童・青年・大学 幼児・保育から大学の 7つの年齢区分において 6区
分以上連続実施 ○ ○ ○ ○ 6 29

幼児・児童・青年 幼児・保育，小学校，中学校，高校において 2区分
以上連続実施 ○ ○ ○ 5 16

児童・青年・大学 小学校，中学校，高校，大学において 2区分以上連
続実施 ○ ○ ○ 10 26

幼児・児童 幼児・保育，小学校において 2区分以上連続実施 ○ ○ 15 25
青年・大学 中学校，高校，大学において 2区分以上連続実施 ○ ○ 10 14
単発 7つの年齢区分のうち 1区分のみの実施 22 18
中断復帰 一時期中断し再開した実施 17 32
未実施 7つの年齢区分に実施経験なし 54 15

Figure 2 男女別に示した 8つのアーツ・キャリアパターン毎の度数（*p＜.05.）
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「幼児・児童・青年・大学」「幼児・児童・青年」「児
童・青年・大学」は女子学生に多く、「未実施」は男
子学生が多く見られた。芸術活動の継続性の観点から
考えると、男子学生と比較して女子学生の方が芸術活
動を長期間実施していた。
性別による ASES の差 性別によって ASES の尺

度得点に違いが見られるかを調べた。ASES の尺度得
点を従属変数、性別を独立変数として t 検定を行っ
た結果、男子学生と比較して女子学生の得点が高い値
を示した（t（312）＝－4.62、p＜.01、d＝0.52；男子学
生 M＝16.09、SD＝6.05、女子学生 M＝19.13、SD＝
5.55）。
ASES の尺度得点に性別による差が見られ、アーツ

・キャリアパターンにも性別による度数の相違が見ら
れたことから、以下の分析では男女別に分析を進め
た。
アーツ・キャリアパターンと ASES との関連 ア

ーツ・キャリアパターンと自己効力感との関連は 2つ
の観点から分析をした。第 1点は、8種類に分類した

アーツ・キャリアパターンによって ASES の尺度得
点に違いが見られるかを男女別に調べた。第 2点は、
7つの年齢区分ごとに、芸術活動の「経験あり」「経
験なし」によって ASES の尺度得点に違いが見られ
るかを男女別に調べた。
1点目として、ASES の尺度得点を従属変数、8種

類のアーツ・キャリアパターンを独立変数として一元
配置の分散分析を行った結果、男子学生と女子学生そ
れぞれにアーツ・キャリアパターンによる主効果が見
られた（Table 2、Figure 3；男子学生の ASES 尺度得
点を降順に並べ替えをしているため、Table 1や Fig-

ure 2のアーツ・キャリアパターンの並びと異なって
いる）。下位検定（Bonferroni 法）の結果、男子学生
では、「幼児・児童」や「未実施」と比較して「青年
・大学」の ASES の尺度得点が高く、女子学生では、
「未実施」と比較して「幼児・児童」を除くすべての
キャリアパターンの尺度得点と、「幼児・児童」と比
較して「幼児・児童・青年・大学」の尺度得点が高い
値を示した。また、男子学生では「幼児・児童」と比

Figure 3 男女別に示した 8つのアーツ・キャリアパターン毎の ASES 尺度得点

Table 2 男女別に示したアーツ・キャリアパターン毎の ASES 尺度得点と下位検定（上段：平均，下段：標準偏差）

キャリアパターン
F a η2 下位検定 MSE1．青年・

大学
2．幼児・
児童・青年

3．中断
復帰

4．児童・
青年・大学

5．幼児・児童・
青年・大学 6．単発 7．未実施 8．幼児・

児童

男子学生 22.2
4.3

19.2
3.4

18.1
5.6

17.4
7.0

16.5
3.8

16.2
5.7

15.0
6.1

11.5
4.6 3.94** .17 1＞8**, 3＞8*,

1＞7** 31.91

女子学生 20.6
4.6

19.9
4.7

19.6
5.7

19.7
4.7

21.8
5.3

19.9
4.6

12.9
4.6

16.8
5.7 5.38** .18 1, 2, 3, 4, 5, 6＞7**

5＞8* 26.21

a 男子学生 df（7,131），女子学生 df（7,167）
*p＜.05. **p＜.01.
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較して「中断復帰」が、女子学生では「未実施」と比
較して「単発」や「中断復帰」の尺度得点も高い値を
示した。なお、「単発」に分類された 62.5％（男女含
め 40名中 25名）が青年期以降を選択し、「中断復帰」
は平均 3.8区分芸術活動（男女含め 49名）を実施し
ていた。男女ともに、未実施と比較して中学校から大
学にかけての青年期以降に芸術活動を継続実施してい
る場合自己効力感は高い値を示し、幼児期や児童期に
実施していたがその後継続していない場合（筒井他
（1996）での離脱型に相当）自己効力感は低い値を示
していた。
2点目として、ASES の尺度得点を従属変数、7つ

の年齢区分ごとの「経験あり」「経験なし」を独立変
数として t 検定を行った結果、男子学生では、「中学
校」「高校」「大学」に、女子学生では「小学校 5～6
年」「中学校」「高校」「大学」にそれぞれ有意な差が
見られ、いずれも芸術活動の「経験なし」と比較して
「経験あり」の ASES の尺度得点が高い値を示した
（Table 3、Figure 4）。上記のアーツ・キャリアパター
ンの結果と同様に、幼児期や児童期では統計的に有意
な結果は得られず、中学校以降の青年期に有意な結果

が見られた。
アーツ・キャリアの継続要因と ASES との関連

アーツ・キャリアの継続要因によって ASES の尺度
得点に違いが見られるかを男女別に調べた。アーツ・
キャリアの継続要因については「人的サポート」「成
果・結果」「傾注度」「挫折経験」に関して 9つの質問
から回答を得た。それぞれの質問について、幼少期か
ら大学までの 7つの年齢区分のうち当該質問に対する
体験（あるいは経験）をした年齢区分を尋ねた（選択
された区分数は最大 7、最少 0となる）。選択された
区分数を次の 3水準に分類した。2区分以上選択され
ている場合を「2区分以上体験あり」、1区分選択され
ている場合を「1区分体験あり」、まったく選択され
なかった場合を「体験なし」とした。
ASES の尺度得点を従属変数、アーツ・キャリアの

継続要因それぞれの質問に対する体験（経験）数（3
水準）を独立変数とした一元配置の分散分析を行っ
た。なお、分析対象は、7つの年齢区分のうち 2区分
以上連続実施した場合とし、「単発」40名、「中断復
帰」49名、「未実施」69名（Table 1、Figure 2）の合
計 158名を除く 156名（男子学生 46名、女子学生

Table 3 男女別に示した 7つの年齢区分毎の芸術活動の経験の有無による ASES 尺度得点
幼保 小学校 1～2年 小学校 3～4年 小学校 5～6年 中学校 高校 大学

M SD n M SD n M SD n M SD n M SD n M SD n M SD n

男子学生
経験あり
経験なし
ta

d

16.65
16.00

5.39
6.17
−0.44
−.10

20
119

14.60
16.74

5.62
6.14
1.93
.35

42
97

16.17
16.05

5.60
6.30
−0.10
−.02

47
92

15.58
16.32

5.88
6.14
0.66
.12

43
96

18.14
15.40

5.69
6.04
−2.35*
−.46

35
104

19.46
14.68

5.05
5.90
−4.53**
−.84

41
98

19.24
15.26

5.95
5.83
−3.25**
−.68

29
110

女子学生
経験あり
経験なし
ta

d

19.62
18.70

5.66
5.44
−1.09
−.16

82
93

19.55
18.50

5.56
5.51
−1.23
−.19

105
70

19.65
18.13

5.50
5.56
−1.72
−.27

115
60

20.02
17.67

5.34
5.61
−2.76**
−.43

109
66

20.55
17.06

5.10
5.56
−4.28**
−.66

104
71

20.64
17.71

5.02
5.67
−3.60**
−.54

85
90

21.25
18.21

5.37
5.39
−3.42**
−.56

53
122

a 男子学生 df＝137，女子学生 df＝173
*p＜.05. **p＜.01.

Figure 4 男女別に示した 7つの年齢区分毎の芸術活動の経験の有無による ASES 尺度得点
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110名）とした。
「人的サポート」について尋ねた 3項目については、
男子学生、女子学生ともに「仲間の存在」に主効果が
見られた（Table 4）。下位検定（Bonferroni 法）の結
果、男女ともに「体験なし」と比較して「1区分体験
した」and/or「2区分以上体験した」場合の ASES の
尺度得点が高い値を示した。一方、「家族のサポート」
と「指導者の存在」には有意な結果は得られなかっ
た。
「成果・結果」について尋ねた 2項目については、
男子学生の「入選・入賞」について尋ねた項目に主効
果が見られた（Table 5）。下位検定（Bonferroni 法）
の結果、「体験なし」と比較して「1区分体験した」

場合に ASES の尺度得点が高い値を示した。一方、
女子学生の「入選・入賞」と、男女ともに「昇段・昇
級」には有意な結果は得られなかった。
「傾注度」について尋ねた 3項目については、女子
学生の「情報の入手」について尋ねた項目を除き主効
果が見られた（Table 6）。下位検定（Bonferroni 法）
の結果、「体験なし」と比較して「2区分以上体験し
た」場合の ASES の尺度得点が高い値を示した。
「挫折経験」について尋ねた 1項目については、男
子学生、女子学生ともに主効果が見られた（Table
7）。下位検定（Bonferroni 法）の結果、「体験なし」
と比較して「1区分体験した」and/or「2区分以上体
験した」場合の ASES の尺度得点が高い値を示した。

Table 4 男女別に示した芸術活動の体験期間毎の人的サポートによる ASES 尺度得点

0．体験なし 1．1区分体験あり 2．2区分以上体験あり
F a η2 下位検定 MSE

M SD n M SD n M SD n

男子学生
家族のサポートb

指導者の存在
仲間の存在

17.90
16.47
13.15

5.13
6.85
4.83

10
17
20

16.00
17.85
21.15

5.57
6.76
4.47

3
13
13

16.27
15.75
17.38

6.72
5.39
6.87

33
16
13

0.27
0.40
8.87**

.01

.02

.29

－
－
0＜1

－
－
29.05

女子学生
家族のサポート
指導者の存在
仲間の存在

18.71
17.91
16.68

5.33
6.32
4.72

14
22
28

20.20
20.10
20.53

6.83
4.01
4.88

10
30
34

19.84
20.22
20.94

5.16
5.41
5.31

86
58
48

0.31
1.64
6.95**

.01

.03

.12

－
－

0＜1, 2

－
－
25.36

a 男子学生 df（2,43），女子学生 df（2,107）
b「1区分体験あり」の度数は 3名であることから，統計量は参考値として示した。
**p＜.01.

Table 5 男女別に示した芸術活動の体験期間毎の成果・結果による ASES 尺度得点

0．体験なし 1．1区分体験あり 2．2区分以上体験あり
F a η2 下位検定 MSE

M SD n M SD n M SD n

男子学生
入選・入賞
昇段・昇級

14.17
17.32

6.95
6.28

18
28

20.67
15.20

4.58
5.40

9
5

17.00
15.62

5.36
6.74

19
13

3.69*
0.46

.15

.02
0＜1
－

35.04
－

女子学生
入選・入賞
昇段・昇級

18.53
19.79

5.46
4.95

36
57

21.15
21.13

4.61
6.13

34
23

19.60
18.53

5.55
5.18

40
30

2.20
1.59

.04

.03
－
－

－
－

a 男子学生 df（2,43），女子学生 df（2,107）
*p＜.05.

Table 6 男女別に示した芸術活動の体験期間毎の傾注度による ASES 尺度得点

0．体験なし 1．1区分体験あり 2．2区分以上体験あり
F a η2 下位検定 MSE

M SD n M SD n M SD n

男子学生
没頭時間
情報の入手
目標の保持

13.00
13.30
14.41

4.86
5.51
5.83

15
23
29

16.89
17.44
19.17

4.70
4.42
6.80

9
9
6

18.95
21.50
21.00

6.69
5.19
4.36

22
14
11

4.71*
10.86**
6.12**

.18

.34

.22

0＜2
0＜2
0＜2

33.67
27.27
31.95

女子学生
没頭時間
情報の入手
目標の保持

16.38
18.04
17.47

5.27
5.25
5.09

16
26
43

19.37
19.30
20.11

4.47
5.31
4.86

27
30
28

20.67
20.78
21.95

5.35
5.18
4.93

67
54
39

4.61*
2.54
8.41**

.08

.05

.14

0＜2
－
0＜2

26.38
－
24.76

a 男子学生 df（2,43），女子学生 df（2,107）
*p＜.05. **p＜.01.
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男女ともに有意な結果が得られたのは「人的サポー
ト」の「仲間の存在」と、「傾注度」の「没頭時間」
と「目標の保持」、「挫折経験」であり、いずれも「体
験なし」と比較して 7つの年齢区分の間に「1区分体
験した」and/or「2区分以上体験した」場合に芸術活
動に対する自己効力感は高いことが示された。

考察

本研究の結果を概略すると以下の 3点にまとめられ
る。
第 1点は性別による差である。アーツ・キャリアパ

ターンと ASES の尺度得点を性別により比較したと
ころ、男子学生よりも女子学生は、芸術活動を継続し
て実施していること、さらに芸術活動に対する自己効
力感も高いことが示された。
第 2点は、アーツ・キャリアパターンと ASES と

の関連である。ASES の尺度得点をアーツ・キャリア
パターンにより比較したところ、芸術活動を継続的に
実施した場合は未実施よりも芸術活動に対する自己効
力感は高くなることが示され、男女ともに、中学校か
ら大学にかけての青年期に実施している場合に自己効
力感は高いことが示された。また、ASES の尺度得点
を芸術活動の経験の有無により比較したところ、男子
学生では、「中学校」「高校」「大学」の区分において、
女子学生では、「小学校 5～6年」「中学校」「高校」
「大学」の区分において、芸術活動の経験がある場合
に芸術活動に対する自己効力感は高いことが示され
た。
第 3点は、アーツ・キャリアの継続要因と ASES

との関連である。アーツ・キャリアの継続要因は「人
的サポート」「成果・結果」「傾注度」「挫折経験」の
4つの観点を対象とした。男女ともに有意な結果が得

られたのは「人的サポート」の「仲間の存在」、「傾注
度」の「没頭時間」と「目標の保持」、「挫折経験」で
あり、いずれも「体験なし」よりも、7つの年齢区分
の間に「1区分体験した」and/or「2区分以上体験し
た」場合に芸術活動に対する自己効力感は高いことが
示された。
本研究の目的は 2点あり、第 1点は、大学生の芸術

活動に対する自己効力感を測定し、回想法によって得
られたアーツ・キャリアパターンによって大学生の自
己効力感に違いが見られるかを検討し、芸術活動に対
する自己効力感の形成過程（発達過程）を示すことで
あった。
第 1の目的に対する本研究の結論は、芸術活動を継

続実施することにより芸術活動に対する自己効力感は
高くなり、特に中学校から大学にかけての青年期に実
施している場合にその特徴が現れた点と、幼児期や児
童期に芸術活動を実施していても、その後活動を継続
しなければ大学生の時点での効力感は高くならないと
いう点である。
スポーツ・キャリアパターンに関する研究におい

て、運動を継続実施している場合に自己効力感や有能
感が高くなる結果が得られており、芸術活動において
も同様の結果が得られたと考えられる。その中でも、
中学校以降という青年期での活動の影響が示唆されて
いる。
本研究の結果では芸術活動を幼児期や児童期のみ継

続実施しただけでは自己効力感の形成への影響は小さ
いことが示された。筒井他（1996）のスポーツ・キャ
リア研究では、運動・スポーツの未実施や離脱型と比
較して継続型や中断復帰型の運動に対する有能感は高
い値を示しており、活動は異なるが本研究も同様の結
果が得られたと考えられる。幼少期に自己効力感を得
ることができなかったことがその後の活動継続に繋が
らず、青年期の自己効力感の低さに影響したのかもし

Table 7 男女別に示した芸術活動の体験期間毎の挫折経験による ASES 尺度得点

0．体験なし 1．1区分体験あり 2．2区分以上体験あり
F a η2 下位検定 MSE

M SD n M SD n M SD n

男子学生
挫折経験 14.78 5.67 27 21.14 5.55 7 18.08 6.64 12 3.72* .15 0＜1 34.99

女子学生
挫折経験 17.51 4.58 35 20.67 5.37 39 20.86 5.36 36 4.79* .08 0＜1, 2 26.30

a 男子学生 df（2,43），女子学生 df（2,107）
*p＜.05.

● ● ○ 芸術活動に対する自己効力感の形成過程についての研究－経験歴と継続要因からの検討－
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れない。
宇惠（2018 a）では、幼少期から大学までに経験し

た芸術活動が大学生の特性的な自己効力感に影響を及
ぼすかを検討し、女子学生において複数の活動を長期
間実施している場合に特性的な自己効力感が高くなる
ことを報告している。芸術に対する課題特異的な自己
効力感を対象とした本研究の結果を合わせると、芸術
活動の継続実施がそれぞれの自己効力感の形成に影響
を及ぼす可能性が示唆される。しかし、特性的な自己
効力感と課題特異的な自己効力感の形成の順序やお互
いの因果関係については議論の分かれるところであり
（三好・大野、2011）、今後、縦断的な研究によりそれ
ぞれの自己効力感の変化や相互の影響を検討する必要
があるだろう。
ところで、本研究の結果では、宇惠（2018 a）の結

果と同様に、芸術活動に対する自己効力感に性別によ
る差が見られた。筒井他（1996）によるスポーツ・キ
ャリアの結果においても性別による差が見られている
が、本研究とは逆に、女子学生よりも男子学生の自己
効力感が高い結果である。芸術活動と運動・スポーツ
活動では異なる結果が示されたことになるが、これは
いずれも、実施期間の長さや実施延べ数の多さが自己
効力感の形成に影響したためと考えられる。すなわ
ち、芸術活動は女子学生の取り組みが多く、運動・ス
ポーツ活動は男子学生の取り組みが多いことが、それ
ぞれの自己効力感の形成に影響したと言えよう。自己
効力感を形成する 4つの情報源は当該活動に費やした
時間に比例して増加すると考えられるため、当該活動
に接する機会が多いほど自己効力感は向上すると考え
られる。
本研究の目的の第 2点は、芸術活動に対する自己効

力感の形成に関わる継続要因として、「人的サポート」
「成果や結果」「傾注度」「挫折経験」の 4点を想定し、
これらの要因の経験（体験）数によって大学生の自己
効力感に違いが見られるかを検討することであった。
第 2点の目的に対する本研究の結論は、友人や仲間

と切磋琢磨する経験をしていることや、目標を持って
芸術活動に没頭する経験をしていること、さらに芸術
活動を進める中で心が折れるような経験をしているこ
とは大学生の時点での芸術活動に対する自己効力感の
形成に影響を及ぼすが、家族や指導者のサポートを受
けた頻度や、技術レベルの向上に伴う昇段・昇級の経

験数などの影響は少ないという点である。
継続要因の結果と、芸術活動を青年期に継続実施し

ていることが自己効力感の形成に影響する結果とを関
連づけると、女子学生の音楽系の芸術活動が中学校に
ピークがあることなど、青年期はクラブ活動の開始の
影響もあり、活動を通しての友人との関わりや、仲間
と目的意識を持ち活動に没頭することが自己効力感の
向上に影響すると考えられる。特に、没頭する経験や
興味関心を持つことの意味が示されたことは、最後ま
でやり抜く力や、強みを生かし強みを伸ばすという点
など、ポジティブ心理学を基盤とした教育活動の有用
性に示唆を与える結果であると言える。
一方、指導者の存在は先行研究（安田、2008、

2009；村田、2016）においてその重要性が示されて
いるが、人並み外れた能力を身につけるためには技術
レベルに応じた指導者との出会いが大切であるとする
Ericsson & Pool（2016）の主張を考え合わせると、サ
ポートの経験数など量的な側面からだけでなく、「関
わり方」や「サポートの内容」など質的な側面につい
ても今後検討することが必要であろう。

――――――――――――――――――――――――
【注】

１）祐宗他（1985）、櫻井（2009）、縣・岡田（2010）によって
指摘されている通り、自己効力感と有能感とは質的に異なる
概念と考えられる。しかし、先行研究を概観すると、構成概
念は自己効力感としながら、具体的な質問項目は有能感とな
っている場合など、両者の区別が曖昧なケースも多く、2つ
の概念を厳密に分けて検討することは難しいと考えられる。
そこで、本研究においては有能感に関する研究も自己効力感
の先行研究に含まれるものとして検討を進めた。
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